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沖教組 

 みなさん覚えて(知って)いますか！？ 2009 年 12 月のボーナスで賃金がカットされたこと 
を！ 41 歳のＮさんは、約 6 万円のカットでした。しかし、沖教組の粘り強い交渉 で 
今回ボーナスからカットされた実質的な損失分を補うことが決定しました

(2009.12.25 の三者対県統一交渉での合意)。今回は、10～11 月にかけての交渉決裂を受けて、 
「誠実な交渉を求める」署名の取り組みも大きな力になりました。署名は、三者(沖教組・高 
教組・県職員連合)全体で約１万５千筆(その内沖教組は４,６５７筆)集まり、県知事へ手交す 
ることが出来ました。署名して頂いたみなさんに感謝するとともに、団結することが大 

きな力になる ことを実感しました。みなさんは知っていますか？ 我々教職員の給料や労 
働条件が沖教組を含めた労働組合の交渉で守られていることを！ そして、沖教組の組織率が 
５０％を割り、交渉力の低下が懸念されていることを！ まだまだ続く県独自の特例措置(給与 
カット)や更なる賃金カットに対抗できるよう、ぜひ沖教組に加入して賃金や労働条 

件を良くしていきましょう！ 沖教組は、議会に陳情したり、教育委員会と交渉 
したりして、教職員の多忙化解消や労働条件の改善のためにも頑張っています！ 

  
 
 
 
とき ： 2010 年 1 月 21 日(木) 午後 6時～ 

場所 ： 島尻教育会館(みなーの) 
 

※ 沖縄漫才の人気者 泉＆やよい もやってきます！ 
 

 

 

 さる１２月５日(土)に島尻教育会館(みなーの)で、みなーの１０周年記念＆クリスマスコンサートが行われ 

ました。出演は、沖縄女子短期大学卒業生を中心とした女声合唱団「Ｗｈｉｔｅ Ｌｉｉｙ」および賛助出演 

のメンバーで、楽器の演奏あり、素晴らしい歌声ありの楽しい１時間でした。地域のお客さんや子どもたちも 

見に来てくれて、クリスマスソングでは会場が盛り上がりました。開会前のオープニングセレモニーでは、み 

なーの命名の由来や設立時の想い出話などもありました。忙しい中、教職員の参加が少なかったのは残念でし 

たが、みんなが「集い、楽しむ場所」としての島尻教育会館(みなーの)の意義が再確認されたよい催しだった 

と思います。 ※みなーの１０周年祝賀会は、支部「新春の集い」とあわせて行います。ぜひご参加下さい！ 



  
 
 

 

 

 
夏休み分会訪問以降ペースが落ちていた組合加入ですが、おかげさまで、11 月～12月にかけて１５名の 

新規加入者があり、今年度目標の３０名にあと一息までせまりました。沖教組全体の新規加入者も１４５ 

名を突破し、目標の２００名達成実現が見えてきました。現在、沖教組の組織加入率は５０％を割っていて、

交渉力維持そして組織の存続のためには１人でも多くの新規加入者が必要です。 

新規加入獲得には、各職場での 

  みなさん一人一人の声が大きな力になります！ 
 ぜひ未組の同僚の方への声かけと組合勧誘へのご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ＯＮＥ ＦＯＲ ＡＬＬ ， ＡＬＬ ＦＯＲ ＯＮＥ ． の精神を広めましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日時 ： １月９日(土) 午前９時受付 

※午後４時より懇親会も予定 

場所 ： 島尻教育会館(みなーの) 
 

※ 退職教職員も参加多数。囲碁を通して交流しませんか？ 

賞品もあります。ふるってご参加下さい。 
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昨年は「政権交代」が実現し、世の中や教育が何かしら良くなるのではという期待を抱いた方も大勢いら

したかと思います。しかし、度重なる米軍による事件・事故や「普天間基地移設問題」の迷走、相変わらず

厳しい経済・社会情勢など現実はすぐに目に見えて良くなるというわけにはいきません。学校現場において

も多忙化による「病気休職者」や「精神疾患者」の増加が続き、うるま市では「生徒による暴行死亡事件」

が起きてしまうなど厳しい一年でした。沖教組は、学校現場を良くするためには、教師が生徒と向かい合う

時間の確保がまず必要であると考えています。しかし、行政においては、新たな「生徒指導・支援カルテ」

導入の動きや「全国学力学習状況調査」は次年度抽出実施が決定したものの、沖縄県では市町村単位で文部

科学省から問題をもらい、実施と採点は学校現場の教職員にさせる動きがあるなど、予断を許さない問題が

数多くあります。我々教職員も問題の推移をきちんと見極め、良い方向に行くように声を上げなければなり

ません。一人ひとりの声を集約し、行政に届け、世の中を良い方向に変えていくには、

沖教組が力になれます。ぜひご協力下さい！ 

2010 年 4 月からの教職員定数の全国 300 人純増（沖縄タイムス等で既報） 

などの明るい動きもあります。沖教組は、各種教育団体(校長会、ＰＴＡ連合会など)とも協力して教職員の

定数改善の取り組みも行っています(１２月議会にも陳情)。教育や社会を良くする取り組みを実現

するためには、沖教組に結集する仲間を増やすことが必要になります。 


